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十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

昭
和
町
立
町
民
体
育
館
で
第
五
十
五
回

全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手

権
大
会
が
来
年
の
か
い
じ
国
体
ボ
ク
シ

ン
グ
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
選
手
、
監
督
を

は
じ
め
役
員
ら
約
四
百
人
の
み
な
さ
ん

が
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
来
年
の
本
番
に
備
え
、
競

技
運
営
に
慣
れ
る
と
と
も
に
町
民
の
競

技
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
で
、

今
大
会
は
皆
様
方
の
協
力
に
よ
り
一
応

の
成
功
に
終
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

反
省
す
べ
き
こ
と
が
多
く
来
年
の
か
い

じ
国
体
に
向
っ
て
、
万
全
の
構
え
で
運

営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
か
ら

集
ま
る
人
達
に
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を

持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
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国徳を成功させよう

・かも、じ国体・会期…・…t.

冬季大会…61年 1月28日---31日

夏季大会…61年 9月 7日---10日

秋季大会…61年 10月 12日-.17日

・ふれあいのかいじ大会・会期……
61年 10月 25日---26日

=青空と緑と産業のまち昭和町一

本町は

ボクシング

会場です



昭和 60年 12月 5日発行(2) 

大
会
に
は
、
大
会
役
員
、
競
技
役
員
、

補
助
員
、
協
力
員
な
ど
約
六
百
人
の
み

な
さ
ん
が
大
会
を
支
え
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
会
場
の
花
飾
り
を
始
め
、
選
手
、

役
員
の
み
な
さ
ん
の
宿
泊
、
輸
送
、
交

通
、
警
備
、
接
待
、
受
付
案
内
な
ど
特

に
選
手
の
毎
日
の
検
診
計
量
、
救
護
に

は
医
師
、
保
健
婦
、
学
校
の
養
護
教
諭
、

町
体
育
指
導
員
、
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク

シ
ン
グ
連
盟
関
係
者
、
役
場
職
員
な
ど
が

当
り
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
安
全
管

理
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
の
成
功

に
よ
り
、
来
年
の
本
番
に
向
っ
て
大
き

く
前
進
し
、
ま
た
自
信
に
も
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

わ-つよし報広

「精いっぱい闘うことを誓いますJ
と力強く宣誓する昭和町役場
大江至選手 ... 

町
あ

和
と

昭
J

市
た
長

都
し
町

固
ま
原

因
い
石

、
さ
る

そ
下
す

こ
で
を

『ついつ

よ
お
さ

「
l

地元のウェルタ一級・大江選手(昭和町役場)

は、 1回戦は順調に勝ち進んだが、ベスト 8での

青森県の強敵高橋選手に惜しくも判定で敗れたが、

1ラウンドそうそうの右フックで相手をダウンさ

せたのは頼もしいファイトでした。

、一--....... 副.
A開会式後さっそく第 1試合。まだなれない
、競技だけに競技役員も少しとまどいぎみだ

が、何んとかがんばりました。
会場は、 2つのリングで運営
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h
p
グ
口

l
ビ
ン
グ
は
全
て
競
技
役
員

の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
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司
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第
二
十
一
回
昭
和
町
文
化
祭
(
町
文
化
協
会
主
催
)
、

第
七
回
公
民
館
ま
つ
り
(
町
中
央
公
民
館
主
催
)
が
文
化

日
を
は
さ
ん
で
十
一
月
二
日
、
三
日
、
四
日
の
三
日
間
、
一

中
央
公
民
館
を
主
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

化
祭
は
、
各
部
の
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
例

っ
て
い
る
も
の
で
、
公
民
館
講
堂
に
お
い
て
詩
吟
、
舞
謡
、
大
正

琴
、
剣
舞
、
コ
ー
ラ
ス
、
三
味
線
な
ど
自
慢
の
の
ど
や
踊
り
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。

作
品
展
示
会
で
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
絵
画
、
書
道
、
華
道
、

郷
土
研
究
部
、
盆
栽
、
写
真
、
手
工
芸
、
民
芸
、
藤
細
工
、
七
宝
焼
な

ど
多
く
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
見
る
人
の
足
を
と
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
公
民
館
ま
つ
り
の
催
し
の
中
で
、
い
乙
い
の
広
場
と
し
て
公
民
館
前

庭
で
婦
人
会
の
遊
休
品
パ
ザ

l
、
お
で
ん
、
甘
酒
、
愛
育
会
に
よ
る
ヨ

ー
ヨ
ー
、
綿
菓
子
、
か
き
氷
な
ど
、
た
い
へ
ん
な
人
気
で
し
た
。
今
回

は
、
七
宝
焼
部
に
よ
る
七
宝
焼
教
室
も
秋
空
の
下
、
実
際
の
ペ
ン
ダ
ン

ト
作
り
も
行
わ
れ
祭
り
が
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
も
三
日
の
夜
行
わ
れ
大
勢
の
人

達
が
集
ま
り
秋
の
夜
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ザ

1
に
御
婦
人
が
殺
到
/子供達に人気のあった七宝焼

農
業
ま
つ
り

稔
り
の
秋
を
迎
え
て
恒
例
の
第
二
十

二
回
昭
和
町
農
業
ま
つ
り
(
主
催
・
町

農
業
研
究
連
絡
協
議
会
)
が
十

一
月
三

日
目
、
中
央
公
民
館
前
広
場
に
お
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
と
れ
は
変

り
ゆ
く
農
業
に
対
応
す
べ
く
技
術
改
善

と
経
営
改
善
の
一
助
と
す
‘る
た
め
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
会
場
に
は
、
日
頃

か
ら
丹
精
乙
め
て
作
り
あ
げ
た
農
産
物

が
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら

優
秀
な
出
品
物
が
県
峡
中
農
業
改
良
普

及
所
職
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
に
よ
り

選
び
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
展
示
会
終
了

後
午
後
二
時
か
ら
出
品
農
産
物
の
即
売

が
行
わ
れ
、
新
鮮
で
質
の
よ
い
野
菜
が

格
安
で
買
え
る
と
あ
っ
て
消
費
者
が
大

勢
つ
め
か
け
開
始
か
ら
十
数
分
間
で
売

り
切
れ
と
い
う
盛
況
振
り
で
し
た
。

農
産
物
品
評
会
入
賞
者

務

特

別

賞

(

敬

称

略

)

・
山
梨
県
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
賞

山
口
英
治
(
河
東
中
島
)

ナ
ス
の
部
:
:
:
・
:
:
:
:
最
優
秀
賞

.
山
梨
県
峡
中
農
業
改
良
普
及
所
長
賞

窪
田
博
次
(
紙
漉
阿
原
)

里
芋
の
部
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
最
優
秀
賞

.
山
梨
県
農
業
研
究
会
長
賞

清

水

匡

計

(

押

越

)

甘
ラ
ン
の
部
:
:
:
:
:
:
最
優
秀
賞

.
甲
府
地
区
農
業
研
究
会
長
賞

石

原

国

夫

(

河

西

)

結
球
白
菜
の
部
・
・
・・・・・・
・
最
優
秀
賞

-

昭

和

町

長

賞

山

田

基

宣

(

押

越

)

カ
キ
の
部
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
最
優
秀
賞

諜
各
品
目
別
最
優
秀
賞

・
大
根
の
部

塩

田

喜

夫

(

西

条

新

田

)

.
ホ

l
レ
ン
草
の
部

小
池
徳
次
(
紙
漉
阿
原
)

.
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
部

長

田

一

江

(

西

条

一

区

)

.
ネ
ギ
の
部

清

水

博

文

.
キ
ュ
ウ
リ
の
部

五

味

昌

利

.
野
沢
菜
の
部

小

池

徳

次

.
小
松
菜
の
部

清

水

義

孝

.
花
芯
の
部

雨

宮

範

雄

・
水
稲
の
部

五

味

昌

利

(
紙
漉
阿
原
)

河(
紙
漉
阿
原
)

押(
河
東
中
島
)

河

大人気の農産物即売会

西越西



厄
患
や
が
厄
敬
@
寝
間
関

紙
漉
阿
原
・
天
白
神
社
合
社
祭

昭
和
町
の
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善

発
展
と
、
商
工
業
者
の
経
営
指
導
の
為

(
み
こ
し
が
休
む
場
所
)
で
は
、
大
人
に
、
公
益
法
入
で
あ
り
ま
す
昭
和
町
商

も
子
供
も
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
や
か
さ
で
工
会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し

た

。

商

工

会

で

は

経

営

改

善

普

及

事

業

を

午
後
か
ら
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
祭
典
は
じ
め
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

委
員
会
に
よ
る
出
居
(
わ
た
が
し
・
ヨ
事
務
局
に
は
経
営
指
導
員
が
常
駐
し
て

1

ヨ
i
・
金
魚
す
く
い
・
や
き
と
り
・
金
融
、
税
務
な
ど
経
営
全
般
に
つ
い
て

・
・
・
)
な
ど
が
行
わ
れ
一
日
中
に
ぎ
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

や
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
商
工
会
は
、
町
内
に
事
業
所
を
有
す

こ
の
ま
つ
り
が
地
域
の
交
流
、
ふ
れ
る
商
工
業
者
の
方
は
、
ど
な
た
で
も
加

あ
い
の
場
に
な
る
よ
う
に
今
後
も
盛
大
入
す
る
資
格
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
加
入

に
続
け
て
い
き
た
い
と
、
祭
典
委
員
会
さ
れ
て
い
な
い
方
は

一
度
商
工
会
の
事

の
み
な
さ
ん
は
張
り
務
所
に
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

切
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
町
商
工
会
雷
七
五

i
三
三
四
四

両
与
ス

υ問、々
、
υρ
キ、
υρ
キ
ορ
争、
υρ
ふ、
υρ
キ
ορ
年

ορ
年

ορ
キ
、
u
p
b
λ
泊
、
キ
d
p与
ορ
ふ、
υρ
キ
ο

目
立
労
組
甲
府
部
よ
れ

福
祉
・
教
育
に
四
回
幽

日
立
製
作
所
労

働
組
合
甲
府
支
部

は
支
部
結
成
二
十

周
年
記
念
事
業
と

し
て
十
月
二
十
八

日
役
場
町
長
室
を

訪
れ
、
社
会
福
祉

に
役
立
て
て
下
さ

い
と
、
二
十
万
円

と
、
学
校
教
育
の

育
成
に
と
、
日
本

地
図
二
十
冊
を
町

へ
寄
付
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
あ
た

た
か
い
善
音
官
の
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
口

わ

十
月
二
十
日
町
、
紙
漉
阿
原
地
区
に

お
い
て
天
白
神
社
合
社
祭

(主
催
・
天

白
神
社
祭
典
委
員
会
委
員
長
・
五
味
政
)

が
地
区
を
上
げ
て
秋
晴
れ
の
中
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
は
、

紙
漉
阿
原
の
発
展
及
び

家
内
安
全
、
交
通
安
全
、
五
穀
豊
穣
な

ど
を
祈
念
し
て
の
ま
つ
り
で
、
昨
年
ま

で
は
神
社
で
神
酒
だ
け
の
祭
典
で
あ
っ

た
が
、
今
年
は
み
乙
し
を
二
基
購
入
し
、

午
前
中
は
地
区
内
を
練
り
歩
き
、
旅
所

つ

r 

よし幸良広( 5 )昭和 60年 12月 5日発行

みこしの練り歩きにまつりは最高潮

商
工
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

清
水
新
居
婦
人
会
支
部

去
る
日
月
日
日
に
国
民
年
金
協
力
組
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
保
険
料
の
滞

織
と
し
て
、
清
水
新
居
婦
人
会
支
部
が
納
も
な
く
な
っ
た
。
又
最
近
で
は
転
入

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
者
及
び
若
い
人
達
を
中
心
に
加
入
を
す

し
た
。
清
水
新
居
婦
人
会
は
、
国
民
年
す
め
て
い
る
の
で
そ
れ
に
必
要
な
知
織

金
設
立
当
初
よ
り
年
金
協
力
組
織
と
し
の
修
得
の
為
に
積
極
的
に
研
修
会
に
参

て
徴
収
等
を
手
が
け
て
い
た
が
当
時
は
加
し
加
入
勧
奨
等
に
役
立
て
て
い
る
。

ま
だ
地
域
に
年
金
制
度
が
な
か
な
か
理
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
事
業
の
推
進
に

解
さ
れ
ず
年
金
を
受
け
つ
け
な
い
家
庭
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
協
力
し
常
に
他

も
多
く
各
班
員
さ
ん
方
が
家
庭
訪
問
等
の
模
範
と
認
め
ら
れ
た
。
以
上
の
功
績

を
く
り
か
え
し
て
い
く
う
ち
そ
の
苦
労

K
よ
っ
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

の
甲
斐
あ
っ
て
今
で
は
全
員
が
年
金
に

昭
和
町
役
場
町
長
室
で

一一--~一~ー
工 事 名 工事場所(工期) 落札金額 落札業者 担当課

県単土地改良事業 上川東地内 円 日東建設繍

農道舗装工事 60.10.25 4，000，000 甲府市朝日 経済課

--60.12.13 2 -13-4 

丙条新田地内立石 西条新田地内 府 宮崎組

線道路改良工事 60.10.31 625.000 西条新田 建設課

--60.11.20 34 -2 

飯喰地内町道 4号 飯喰地内 側名執、組

線道路改良工事 60.1 0.31 2.690.000 // 

--60.12.20 飯喰 986

西条二区立石地内 西条二区地内 大松工業開

暗渠改良仁事 60.1 0.31 515.000 // 

--60.11.20 西条 2176

西条二区前切地内 西条二区地内 怖 古屋工務

水路改良工事 60.10.31 910.000 庖 // 

--60.11.30 西条 451-1

築地新居土手間地 築地新居地内 自木村工務屈

内水路改良工事 60.1 0.31 770.000 清水新居 // 

--60.11.30 243--1 
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昭和町サッカースポーツ少年団

第
十
三
回
秋
季
県
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大

会
(
主
催
・
山
梨
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
)
は
県
下
七

O

チ
l
ム
が
参
加
し
、
十
月
十
三
百
よ
り
県
下
八
会
場

に
お
い
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
じ
た。

本
町
の
チ
!
ム
も
参
加
し
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
念
願
の
決
勝
進
出
を
果
た
し

ま
し
た
。
対
戦
相
手
は
連
続
三
回
目
の
優
勝
を
狙
う

須
玉
チ

i
ム
で
四

0
分
聞
に
わ
た
る
熱
戦
の
末
、
惜

し
く
も
二
対

O
と
優
勝
を
逸
し
ま
し
た
が
準
優
勝
と

い
う
見
事
な
成
績
で
団
創
設
七
年
目
に
し
て
の
快
挙

に
拍
手
を
お
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

試
合
前
、
全
員
で
手
を
つ
な
ぎ

H

南
の
空
に
美
し

い
、
富
士
が
僕
ら
を
み
つ
め
て
る
、
希
望
を
胸
に
・
:

:
H
好
天
の
秋
空
の
も
と
大
き
な
声
で
団
歌
を
う

た
う
二
十
三
人
の
昭
和
健
児
、
さ
わ
や
か
な
印
象
で

し
た
。

‘，S
U
M
-

冬
季
大
会
の
お
知
ら
せ

い
よ
い
よ
か
い
じ
国
体
冬
季
大
会
が

来
年

一
月
二
十
八
日
か
ら

一
月

三

十

一

.

競

技

会

日
ま
で
次
の
日
程
で
、
開
催
さ
れ
ま
す
勺
日
時
昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
八

冬

季

大

会

日

程

日

閃

か

ら

一

月

三

十

一
日
幽

.

開

会

式

場

所

・

ス

ピ

ー

ド

ス

ケ

ー

ト

競

技

日

時

昭

和

六

十

一
年

一
月

二

十

八

《

富

士

急

ハ

イ

ラ

ン

ド

コ

ニ

日
閃
午
前

9
時
鈎
分

1
午

前

フ

ァ

1
・
フ
ォ
レ
ス
ト
》

日
時

M
分

(

富

士

吉

田

市

)

場

所

富

士

急

ハ

イ

ラ

ン

ド

コ

ニ

・

フ

ィ

ギ

ュ

ア

競

技

フ
ァ

l

・

フ

ォ

レ

ス

ト

《

富

士

急

ハ

イ

ラ

ン

ド

総

合

ス

…
¥
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
…

みごと準優勝に輝いた昭和健児たち

十
月
二
十
七
日
目
、
釜
無
工

業
団
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
と
西
条

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
第
八
団
地

区
別
対
抗
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

(主
催
・
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
)
が
、
各
地
区
十

一
一
チ
l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

。
試
合
の
結
果
。
。

優

勝

準
優
勝

三

位

三

位

西
条
二
区
チ

l
ム

清
水
新
居
チ
l
ム

西
条
新
田
チ

l
ム

河
東
中
島
チ
l
ム

.圃・・・

-投
打
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
西

ケ
1
ト
セ
ン
タ
ー
》

(
富
士
吉
田
市
)

・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

《
富
士
ス
バ
ル
ラ
ン
ド
森
林

公
園
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
》

(
河
口
湖
町
)

-

閉

会

式

日
時
昭
和
六
十
一
年
一
月
三
十

一

日
幽
午
後

3
時

1
午
後
3
時

F
b
¥
]
 

n
F'U

ノフ

場

所

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
大
劇
場

(富
士
吉
田
市
)

※
開
・
閉
会
式
、
競
技
会
と
も
入
場
は

無
料
で
す
が
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

会
場
(
河
口
湖
町
)
以
外
は
、
入
場
整

理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
御
希
望
の
方
は
、
次
の

と
お
り
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

女
申
込
先

。
開
会
式

。
閉
会
式

一T
四

O

三
甲
府
市
丸
の
内

一
1
六
i
一

山
梨
県
庁
内
国
体
局
総
務
課

曾
三
七

i
一
一
一一

三
七
七
四
・

三
七
七
八

0

.
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
及
び
フ

ィ
ギ
ュ
ア
競
技
会

干
四
O
=
一
富
士
吉
田
市
緑
ケ
丘
二

i

五

1
二
三
富
士
吉
田
市
民
会
館
内

富
士
吉
田
市
国
体
実
行
委
員
会

一宮

O
五
五
五

i
二
二

1
六
二
五
五

合
同
申
込
期
限

。
開
会
式
及
び
閉
会
式

昭
和
六
十
年
十
二
月

一
O
日

ロ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
及
び
フ

ィ
ギ
ュ
ア
競
技
会

昭
和
六
十
一
年

一
月
二
十
二
日
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条 一 平日
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ラヒ ト
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区 壮
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H
O
3
点

負

日
⑨
1
点

分

H
O
2
点

不

戦

負

け

H
.
4
点

※
同
率
の
場
合
は
得
失
点
差
に
よ
る

gFE;b1・
A 
級

ね
じ
武

B 
級

清

水
ス
ラ
イ
ダ
ー
ス

嘉
瞬
停
ガ

ρ
向
上
肢
か
る
グ

r
)
押
中
静
歩
大
会

r〉

二

位

柳

沢

力

(

一
年

一
組
)

タ
イ
ム

一
時
間
四
十
六
分
二
十
七
秒

三

位

井

上

俊

司

(
一
年
四
組
)

タ
イ
ム
一
時
間
五
十
分
三
十
三
秒

。

女

子

一
位

田

中

美

穂

(

二

年

二

組

)

タ
イ
ム
二
時
間

O
一
分
二
十
五
秒

二

位

清

水

美

貴

(

二

年

二

組

)

タ
イ
ム
二
時
間
十
五
分
二
十
五
秒

三

位

中

込

千

秋

(

三

年

二

組

)

タ
イ
ム
二
時
間
十
七
分
四
十
五
秒

何番になれるかな…

第
三
十
五
回
押
原
中
学
校
校
内
強
歩

大
会
が
十

一
月
九
日
、
男
女
生
徒
三
百

八
十
六
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
子
は
八
時
四
十
五
分
、
男
子
は
八

時
五
十
五
分
に
そ
れ
ぞ
れ
押
中
校
庭
か

ら
ス
タ
ー
ト
釜
無
川
沿
岸
を
走
り
三
郡

橋
で
折
り
返
え
す
全
長
二
十
五
伽
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

0

0
男

子
一

位

鷹

野

幸

仁

(

二

年

二

組

)

タ
イ
ム

一
時
間
四
十
六
分
二
十

一
秒

全

山
梨
医
科
大
学
助
教
授
(
第
三
内
科
)

女
神
経
内
科
と
は
ど
ん
な
科
で
し
ょ
う
か
?

塩

沢

司

神
経
内
科
は
欧
米
で
は
古
く
か
ら
独
自

の
専
門
的
な
学
問
大
系
が
で
き
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
発
屡
途
上
の
学

問
と
い
え
ま
す
。
昭
和
五

O
年
に
な
っ
て

は
じ
め
て
厚
生
省
が
神
経
内
科
を
診
療
標

傍
科
目
と
し
て
認
め
ま
し
た
。
同
時
に
日

本
神
経
学
会
が
認
定
す
る
専
門
医
制
度
が

発
足
し
、
，
毎
年
神
経
内
科
認
定
医
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
神
経
内
科
と
は
ど
う
ゅ
う

科
な
の
で
し
ょ
う
か
。
漠
然
と
し
た
言
い

方
で
す
が
、
神
経
内
科
と
い
う
の
は
神
経

と
名
の
つ
く
病
気
の
す
べ
て
を
扱
い
ま
す

が
、
内
科
的
治
療
を
行
う
乙
と
が
特
徴
的

な
の
で
す
。
神
経
は
、
脳
か
ら
脊
髄
ま
で

を
中
枢
神
経
、
そ
こ
か
ら
出
て
ゆ
く
細
い

神
経
を
末
梢
神
経
と
い
い
ま
す
。
神
経
内

科
で
は
、
乙
の
中
枢
と
末
梢
神
経
の
ど
の

部
位
に
ど
の
よ
う
な
性
質
の
異
常
が
あ
る

か
を
ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
で
の

N

ハ
ケ
H

と
H

ハ
ン
マ
ー
H

を
用
い
て
全
身
を
く
ま
な
く

診
察
す
る
こ
と
に
よ
り
見
定
め
ま
す
。
乙

れ
が

H

ハ
ケ
と
ハ
ン
マ
ー
の
医
学
庁
の
別

名
で
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。
こ
の
た
め
、

ひ
と
り
の
診
察
時
間
が
長
く
か
か
り
、
患

者
さ
ん
に
は
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
に
な

っ
て
恐
縮
し
ま
す
。

臨
床
診
断
を
決
定
す
る
に
は
、
さ
ら
に

脳
波
、
筋
電
図
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
機

器
に
よ
っ
て
確
か
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の

d

結
果
、
手
術
が
必
要
と
な
れ

ば
脳
神
経
外
科
へ
、
精
神
科
で
の
治
療
が

必
要
で
あ
れ
ば
精
神
神
経
科
へ
、
そ
の
ほ

か
眼
科
、
耳
鼻
科
、
整
形
外
科
な
ど
の
専

門
科
へ
紹
介
し
ま
す
。

神
経
内
科
は
、
間
口
は
広
く
、
神
経
の

働
き
が
ど
乙
で
ど
の
よ
う
に
障
害
さ
れ
て

い
る
か
を
、
最
も
総
合
的
に
把
握
し
て
ゆ

く
の
で
す
。

神
経
内
科
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん
の
訴

え
で
多
い
の
は
、
頭
痛
、
歩
行
障
害
、
手

足
の
し
び
れ
、
め
ま
い
、
手
の
ふ
る
え、

言
語
障
害
な
ど
で
す
。
多
い
病
気
は
、
頚

椎
症
、
偏
頭
痛
、
脳
血
管
障
害
、
て
ん
か

ん
、
パ

l
キ
ソ
ン
病
な
ど
で
す
。
神
経
内

科
で
特
に
専
門
的
に
扱
う
病
気
は
、
い
わ

ゆ
る

H

難
病
H

と
い
わ
れ
て
い
る
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ

ー
症
、
重
症
筋
無
力
症
な

ど
で
す
。
こ
の
た
め
、
古
く
か
ら
神
経
内

科
の
病
気
は
な
お
ら
な
い
と
よ
く
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
か
な

り
の
病
気
に
安
全
で
か
つ
有
効
な
新
し
い

治
療
法
が
次
々
と
見
出
さ
れ
、
さ
ら
に
今

後
の
治
療
上
で
の
進
歩
も
予
想
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
今
迄
治
ら
な
い
と
い
わ
れ
て

き
た
患
者
さ
ん
に
も
新
し
い
光
明
が
与
え

ら
れ
て
然
る
べ
き
で
し
ょ
う。

山
梨
医
大

で
は
、
神
経
内
科
は
第
三
内
科
の
神
経
内

科
外
来
で
診
療
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
経
の

病
気
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ま
ず
神
経
内
科
の
外
来
へ
い
ら

っ
し
ゃ
る
乙
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会
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おしらせ

領雪

わ-つ

一
月
十
六
日
j
二
十
六
日

昭
和
六
十

一
年
度
の
保
育
所
入
所
希
望

者
の
受
付
を
、

一
月
十
六
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
役
場
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

入
所
申
請
の
受
付
は
、
福
祉
課
に
お

い
て
常
時
行
っ

て
い
ま
す
が
、
四
月
入

所
に
お
い

て
は
こ
の
期
間
内
に
手
続
き

し
て
下
さ
い。

乙
れ
に
先
が
け
、
次
の
日
程
で
説
明

会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
入
所
希
望

者
は
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
説
明
会

に
出
席
で
き
な
い
方
は
、
各
保
育
所
か
、

役
場
福
祉
課
に
入
所
申
請
書
が
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
請
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

|
|
説
明
会
の
日
程
|
|
|

よし報広

十十 十十

十七日例十二月

十十
日

/日目¥月一)ー 八日。k二月) 
日り月く) 程

保育所 昭和 保育所 常永 保育耐押原 保所育 上東河

保育所 和昭 保育所 常永 保理
保所育上河東

」 時9 一- 時7 午後 時間

入
所
条
件
、
申
請
手
続
は
次
の
と
お

り
で
す
。

⑨
入
所
で
き
る
基
準

①
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外
で
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
に
そ
の
児
童
の
保
育
を

す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

②
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児
童
と
か
け

は
な
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
。

③
両
親
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
、
行
方

不
明
等
に
よ
り
保
育
す
る
も
の
が
い
な

い
場
合
。

④
母
親
が
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身

K
障
害
が
あ
っ
た
り
出
産
の
前
後
で
あ

っ
た
り
す
る
た
め
に
、
そ
の
児
童
の
保

育
を
す
る
も
の
が
い
な
い
場
合
。

伸
一長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
K
障

害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が
い

つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ

の
児
童
の
保
育
が
出
来
な
い
場
合
。

⑨
入
所
申
請
の
手
続

入
所
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
児
童
一

人
に
つ
き

一
枚
の
保
育
所
入
所
申
請
書

を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
書

類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

山
給
与
所
得
者
(
常
勤
の
場
合
)

昭
和
六
十
年
分
源
泉
徴
収
票
(
給
与

支
払
報
告
書
)
ま
た
は
、
そ
の
写
し
、

民
生
委
員
の
証
明
書

※
夫
婦
共
働
き
の
場
合
は
、
両
方
の

給
与
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

聞
事
業
所
得
者
(
商
庖
経
営
等
)

昭
和
六
十
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の

控
え
、
ま
た
は
税
務
署
の
発
行
す
る
所

得
税
納
税
証
明
書
、
民
生
委
員
の
証
明

書
(
た
だ
し
、
確
定
申
告
書
に
つ
い
て

は
三
月
十
五
日
の
確
定
申
告
終
了
日
ま

で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
)

ω給
与
報
告
書
の
と
れ
な
い
人

昭
和
六
十
年
度
町
民
税
及
び
固
定
資

産
税
の
課
税
額
証
明
書
(
役
場
税
務
課

発
行
)
民
生
委
員
の
証
明
書
。

※
山

1
聞
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
一

年
一
月
一
日
現
在
、
昭
和
町
以
外
に
住

ん
で
い
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村

民
税
の
納
税
通
知
書
ま
た
は
課
税
額
証

明
書
が
必
要
で
す
口
ま
た
、
書
類
は
入

所
を
希
望
す
る
児
童
の
父
母
の
も
の
も

必
要
で
す
。

※
右
は
原
則
的
条
件
で
す
が
入
所
に

つ
い
て
は
、
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

ll'
保
育
所
別
定
員
数
I

l

-

-

所上河東保育
常保育所方く 原保育所押 保育所昭和

所保育名

十名 十名 十名
/十名¥ 定数員 I 

上河東地区
常地永区 原押地区 条地西区

地

区

名

昭
和
六
十
年

一
月

一
日
か
ら
改
正
国

籍
法
が
施
行
さ
れ
、
二
疋
の
条
件
を
備

え
て
い
る
外
国
人
は
、
法
務
大
臣
へ
届

け
出
る
乙
と
に
よ

っ
て
日
本
の
国
籍
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
乙

の
届
出
に
よ

っ
て
日
本
の
国
籍
を
取
得

で
き
る
場
合
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

改
正
国
籍
法
施
行
前
に
日
本
人
母
か
ら

生
ま
れ
た
子
の
国
籍
取
得
の
届
出
は
、

特
に
改
正
国
籍
法
の
施
行
日
か
ら
三
年

以
内
(
昭
和
六
十
二
年
末
ま
で
)
に
限

っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
乙
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
乙
の
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
人
は
、
早
自
に
最
寄
り
の
法
務

局
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

乙
の
届
出
に
よ
り
国
籍
を
取
得
で
き

る
条
件
及
び
届
出
に
必
要
な
主
な
添
付

書
類
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

民時 ま 1現母が4)で母が(生出3) がで (2)れ 日 5和9月 1 
で iζ た あ なあ本国民日たま I和4昭0 条
あ)は っ本民日 い つ ζ で年12日
る国本日死亡 た の 乙た とに か 件
乙 iζ 乙 時 とと 生ま月31昭ら年
との(とに とで 1 

面 は、 場て合載れないさい 戸記婚姻母の籍がjと 父母が姻婚のそし(外国3)でのも はきと s1がま 戸母の 生か時 よし (本日2)子帳 記載をL書証明、 i生届出1 ) 
添

事証すを 方式のの) その死亡し 〔除) 在現まら すとるう 籍得の固を取 た分娩 の

付

三Eヨ主

iζ 死時亡まて籍 人 母子健康の記載事項
類

」 書る より いる本騰でのの出 実事

昭
和
町
高
友
会
の

役

員

決

ま

る

中
学
校
を
卒
業
以
来
、
進
路
が
県
下

十
九
高
校
に
分
れ
て
入
学
し
、
町
内
に

在
住
し
な
が
ら
も
交
流
の
機
会
が
少
な

い
高
校
生
の
仲
間
た
ち
の
相
互
の
親
睦

を

一
層
深
め
高
校
友
の
会
の
趣
旨
に
基

づ
き
そ
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

昭
和
六
十
年
度
高
友
会
役
員
は
次
の

方
々
で
す
。

会

長

副
会
長

副
会
長

一一一一一 一一一一一 寸

丸

山

誠

大

野

弥

生

小
林
幸
一
郎

西
条
二
区

紙
漉
阿
原

河
東
中
島

工業統計調査
石油等消費構造統計調査にご協力を
通商産業省では¥工業統計調査および石油等消費構造統計調査を

包if=12月31日現在で実施しています。調査の対象となる霊造業を営

い む事業所には¥年末年始にかけて調査員ガ伺います。調査の内容は、

1 ~統計以外の目的に使われることは決してありませんので、 安l山して

1 ~ご協力くださるよう\よろしくお願いします。



わ

新
年
金
制
度
に
お
け
る
第
3
号
被
保

険
者
と
は
、
厚
生
年
金

K
加
入
さ
れ
て

い
る
御
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
様

を
い
い
ま
す
。
(
健
康
保
険
の
被
誌
養
者

と
な

っ
て
い
る
方
が
乙
れ
に
あ
て
は
ま

り
ま
す
。
)
第
3
号
被
保
険
者
で
あ
る

奥
様
に
つ
い
て
は
、
来
年
四
月
か
ら
は

御
主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
制

度
が
奥
様
の
保
険
料
も
ま
か
な
う
乙
と

に
な
り
ま
す
の
で
個
別
に
保
険
料
を
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乙
れ
ら
に

該
当
す
る
奥
様
に
つ
い
て
は
す
で
に
社

会
保
険
庁
よ
り
現
況
屈
が
送
付
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
必
ず
届
出
の
手

続
を
と
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
乙

の
条
件
を
満
し
て
い
る
が
国
民
年
金
任

意
加
入
被
保
険
者
現
況
届
書
が
届
か
な

か

っ
た
奥
様
に
つ
い
て
は
、
現
況
届
書

が
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
お
乙
し
下
さ
い

D

な
お
夫
の
勤
務
先
で
の
確
認
を
受
け

な
い
場
合
に
は
、
届
書
に
健
康
保
険
被

保
険
者
証
ま
た
は
、
船
員
保
険
被
保
扶

養
者
証
、
夫
の
厚
生
年
金
手
帳
を
添
え

て
お
届
け
下
さ
い
。
」
乙
の
届
出
の
手

続
を
忘
れ
ま
す
と
引
き
続
き
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
乙
と
に
な
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
を
し
て
下
さ
い
。

一
く
ら
し
の
戸
イ
デ
戸
一

一

作

昂

募

集

一

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
は
、

皆
さ
ん
の
各
家
庭
に
お
け
る
実
践
が
大

-つよし幸R広( 9 )昭和 60年 12月 5日発行

き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

「
く
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
作
品
」
を
募
集

し
ま
す
。

1
1
1
募

集

要

領

i

l

-

-

av
募
集
作
品
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
役
立
つ
発
明
工
夫
作
品
、
リ
フ

ォ
ー
ム
作
品
等
衣
食
住
に
関
す
る
ど

の
よ
う
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。

-
応
募
資
格
県
内
に
居
住
し
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
、
年
齢
、
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
共
同

作
品
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

-
応
募
方
法
出
品
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
作
品
に
添
え
て
提
出

し
て
下
さ
い
。

-
提
出
期
間
昭
和
六
十

一
年
一
月
七

日
山
w
i
一
月
十
日
幽

-
提
出
先
役
場
・
県
地
方
振
興
事

務
所

.
展
示
会
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
展

示
室
(
総
合
婦
人
会
館
内
)
に
お
い

て
、
昭
和
六
十
一
年
月
に
展
示

0

.

そ

の

他

応

募
作
品
は
展
示
終
了

後
、
地
方
振
興
事
務
所
経
由
で
お
返

し
し
ま
す
。

※
問
い
合
せ
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

庁
生
活
文
化
課
へ
(
三
七
ー
一
一
一
一
)

寸

:

火
災
の
季
節

山

一
消
防
署
よ
り
お
知
ら
せ

一

r
r
f〈
〈
〈
く
く
〈
〈
〈
〈
〆
〉
〉
〉
〉
〉
〉
、
〈
〈
く
く
く
く
〈
〈
〈
〈
ノ
L
m

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ま
す
ま
す
空
気

が
乾
燥
し
、
火
災
の
起
乙
り
や
す
い
状

態
に
な
り
ま
す
。

火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に
職
場
や
家

庭
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
み
ん
な
で
十

分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
取
り
扱
お
う

-
器
具
の
点
検
、
整
備

・
周
囲
は
常
に
整
理
、
整
頓

.
燃
料
、
補
給
は
必
ず
火
手
泊
し
て
か
ら

・
上
か
ら
の
落
下
物
に
注
意

-
耐
震
自
動
消
火
装
置
の
あ
る
も
の
を

た
き
火
に
よ
る
火
災
を
出
さ
な
い
注
意

-
水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
を
準
備
す
る

-
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
と
き
、

風
の
強
い
と
き
は
し
な
い
。

-
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
所

で
は
し
な
い

.
子
供
だ
け
の
た
き
火
は
さ
せ
な
い

-
た
き
火
は
必
ず
人
の
監
視
の
も
と
に

戸汀
'
つ

・
完
全
に
消
え
た
乙
と
を
確
認
す
る

-
多
量
の
煙
や
炎
が
出
る
場
合
は
事
前

に
消
防
署
へ
連
絡
す
る

年
末
年
始
の
営
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。(

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局
)

十
二
月
二
十
九
日
間

1
一
月
三
日
働

ま
で
休
業
。
一
月
四
日
以
降
は
平
常
ど

お
り
営
業
し
ま
す
。

(
N
T
T甲
府
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
)

十
二
月
三
十
一
日
閃
ま
で
営
業
。

一

月

一
日
附

1
一
月
三
日
働
ま
で
休
業
。

一
月
四
日
以
降
は
平
常
ど
お
り
営
業
し

ま
す
。

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

ご
協
力
を

μ
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
月
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
。
そ
の
し
め
く
く
り
と
し
て
十
二
月

に
行
わ
れ
る
の
が
、
歳
末
芝
す
け
あ
い
運
動
で
す
。
昨
年
は
こ
の

一
か
月
間
で
約
七
十
五
億
円
の
寄
付
金
ガ
集
ま
り
ま
し
た
。
今
年

も
目
標
額
¥
約
六
十
八
億
七
千
万
円
を
目
指
し
、
募
金
運
動
ガ
行

わ
れ
ま
す
。

}
j
{

郵
便
局
だ
よ
り

t
t
;

年
賀
郵
便
物
を
今
月
十
五
日
よ
り
受

付
致
し
ま
す
。
年
賀
郵
便
物
特
別
取
扱

期
間
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
二

十
八
日
ま
で
で
す
。

今
年
度
か
ら
封
書
も
左
記
の
条
件
の

も
の
は
年
賀
郵
便
物
と
し
て
差
出
せ
ま

す
。
①
定
形
郵
便
物
、
②
郵
便
書
簡
、

③
点
字
の
み
を
掲
げ
た
も
の
で
形
状
、

重
量
が
定
形
郵
便
物
に
準
ず
る
も
の
、

な
お
郵
便
物
の
表
面
の
み
や
す
い
所

に
年
賀
と
朱
書
し
た
も
の
。

小
包
郵
便
物
は
十
二
月
十
日
、
年
賀
r

郵
便
物
は
十
二
月
二
十
日
頃
ま
で
に
お

出
し
下
さ
い
。

郵
便
貯
金
を
ご
利
用

の
み
な
さ
ま
ヘ

昭
和
六
十
一
年
一
月
四
日
か
ら
郵
便

集
ま
っ
た
寄
ぱ
金
は
¥
ひ
と
り
暮

ら
し
の
老
人
や
寝
だ
き
り
老
人
¥
手

足
の
不
自
由
な
人
な
ど
へ
の
福
祉
の

だ
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
万
ガ
明
る
い
お

正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
¥
あ
な
芝

の

u
幸
せ
ρ

を
わ
け
て
あ
げ
て
は
い

か
ガ
で
す
か
。

貯
金
の
預
入
の
際
は
ご
本
人
の
証
明
書

が
必
要
で
す
。

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
昭
和
六
十

一

年
一
月
四
日
か
ら
お
客
様
が
郵
便
貯
金

を
な
さ
る
と
き
は
、
民
間
金
融
機
関
と

同
様
ご
本
人
の
証
明
書
を
お
示
し
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
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e
住
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。
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し
く
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郵
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局
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お
た
ず
ね
く

だ
さ
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電
話
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三
O
五
O

田
富
郵
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実施 日 受付時間 該 当 児 場所

12月11日t7N
昭和59年11月生まれ

午後 1時
昭昭和哩6些0年?5月旦E生t主まZれオ主1」公|中団央ι | 

12月12日制
--2時

8月生ま

持ち物 母子手帳・筆記用具

日 時 12月 7日(土)・ 21日(土)

午前 9時--11時30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

実施日

受付時間

場所

該当児

12月24日(火)

午後 1時--2時

中央公民館(受付は講堂でします)

昭和57年 9月 1日'"'-'昭和57年11月30日までの出

生児及び前回未受診児。

母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについ持ち物

ての質問票

※尿検査がありますのでど承知おきください。

時

所

児
当

日

場

該

12月 26 日(木)午後 1 時~2 時

中央公民館

砂 I期…-一昭和58年 3月 1日~昭和58年 8月31

日までの出生児。

砂E期…...1期 3回を完了して 1年から 1年 6

か月以内の者。

惨昭和56年 9月 1日~昭和58年 2月28日までの

出生児で未接種者。

母子手帳・問診票持ち物

<注意事項>

O 前夜と当日の体温は必ずはかつてください。

O 問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ

し、。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱している者、または著しい栄養障害者。

2.心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3.はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

の者。

4.インフノレエンザ予防接種後 2週間以内の者。

5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した者。

日時 12月 20日(金)

午前 10時 20分--10時 25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

令長収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

実施日

受付時間

場所

対象

料金

12月 16日(月)

午前10時 --11時

中央公民館(講堂)

要精密検査の通知を受けた方。

無料

〈第 2次結核レントゲン検診の結果について〉

11月に実施した検診の結果、精密検査を要する方には個人通

知を送付しました。その他の方については全員異常ありませ

んでしたのでお知らせします。

実施日 場 所 受付時間 料 金

12月11日 中央公民館 午前8時30分 600円

(水) (講堂) --11時30分 ※ただし、 70歳|

以 tの方は無料

<検査内容>

身長・体重測定、血圧測定、尿検査、血液検査(肝機能・貧

血・総コレステロ← jレ・血糖)、眼底検査、心電図、聴打診

実施日|場 所 交付時間 料 金

午前8時 30分 500円

成人病検診と同じ --10時 00分 ※ただし、 70歳

上の方は無料。

※検査当日は飲食せずiと会場へお乙し下さい。

年末年始のし尿汲み取りについて

年末のし尿汲み取りは12月 29日(日)の午前中までです。

年始は 1月 6日(月)から平常どおり操業いたします。な

お、年末は業務が混雑いたしますので、清掃申し込みは12

月25日(水J までにしてくださいっ

※申し込みはつぎの町指定業者へ

(有)中巨摩産業 TEL 73-2157または 75-3699
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@⑧§ 年末年始の交通事故防止県民運動

限向の乙よお

わ-つよし報広

実施期間砂 12月10日(火)，，-，1月10日(金)
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ン
育
P
結

ダ
保
~
次

交
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7
2
中

社
昭
P
第

(

16 

17 
9 ) 

常永保育所入所説明会(常永保

育園P7--P9)18 

19 

不用犬猫収集日(旧役場前)

母子手帳交付及び一般健康相談

日(中央公民館)21 

至タζ

22 
母子手帳交付及び一般健康相談

日(中央公民館)

社交ダンス教室(中央公民館)皇太子誕生日
23 

3歳児健康診査(中央公民館)クリスマス・
イブ24 

固定資産税第 4期納期限

国民健康保険税12月分納期限

クリスマス
25 

上河東保育所入所説明会(上河

東保育園P7--P9)

3種混合予防接種(中央公民館

27 乳児健康診査(中央公民館)

官庁御用納め
28 

29 

30 
郡駅伝大会

年越し・大は

らい31 

歳末助け合い

運動 --31日

映画の日
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八
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収
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V
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の
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収
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が
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収
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収
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迎
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